
創立114周年 奄美市立崎原小中学校 学校だより 令和５年３月号

さきばる
さいごまで きあいをいれて ねばりづよく がんばる子ども の育成

４月22日（金）

「親子読書の日」
親子で本に親しみ，本
を通じて親子が共有す
る時間をもちましょう。

４ / ５ (水) 特認校バス試乗・入学式準備

４ / ６ (木) 新任式・始業式・入学式

いじめ問題を考える週間（～12日）

４ / ７ (金) 身体測定・視力検査・聴力検査

４ /10 (月） ＮＲＴ（１日目中学校） １１日（月）

4 /11 (火) ＮＲＴ（２日目中学校）心臓検診（中１）

４ /12 (水) 知能検査

４ /13 (木) 授業参観・学級ＰＴＡ・全体ＰＴＡ

尿検査（～14日）

４ /16 (日) 家庭の日 市民清掃の日

４ /18 (火) 全国学力・学習状況調査

４ /19 (水) 歯科健診

４ /20 (木) 家庭訪問 （21日，26日,27日）

,心臓検診

４ /25 (火) 尿脱漏，１年生を迎える会

４ /26 (水) 体力運動能力調査

４ /28 (金) ＰＴＡ総会（19:00～）

３月２３日（木）に，小学校６年生の卒業生５

人が崎原校を巣立っていきました。厳粛な中にも

和やかな雰囲気の中，教育委員会をはじめ，保護

者や町内会の皆様にも多数お集まりいただき，卒

業生の門出を祝うことができました。

今年は，新型コロナウイルス感染症の対策をと

り，マスク着用して卒業合唱をすることができま

した。また，お別れのことばでは，児童一人ひと

りの想いが伝わり，素晴らしい卒業式となりまし

た。

４月からは中学生として，新たな道を歩み出す

５人ですが，この崎原校で学んだことを糧にして，

自分の可能性を信じて，一歩，一歩，自分の歩幅

で，進んでいってほしいです。

御卒業おめでとうございます！

３月15日（水）に「卒業生を
送る会」が行われました。卒業
生のために，それぞれの学級で
工夫を凝らした出し物を発表し
ました。
和やかな雰囲気の中，みんな

で６年生５名に感謝の気持ちを
届けることができました。一生
懸命に取り組み，とても心温ま
る時間になりました。

「卒業生を送る会」の後，貸切バスで「あやまる岬
公園」へ行きました。最初に「夢おりの郷」に行き，
大島紬の制作工程について見学しました。また子ど
もたちは，紬織の体験もさせていただきました。
あやまる岬公園では，お弁当を食べ，遊具で遊び

ました。時間いっぱい遊んだ子どもたちは，大満足
でした。１日中，天気も良くみんなでたくさんの思
い出を作ることができました。

桜 
奄美市立崎原小中学校 校長 鑪 謙治

 
 桜通りの桜も散り，葉桜が美しい季節になりました。私見にはなりますが，私は桜が散った後の葉桜
が大好きです。所々に僅かに残った桜と散って木の下にたまった桜の花びら。それと対比するように緑
が萌えるように春の訪れを感じさせる。いよいよ今年度が終わり，次年度につながる素晴らしい風景だ
と思います。 
 先日，奄美新聞で米田秀次さんのことが取り上げられました。崎原住民全員の誇りだと感じた文章で
した。ここまでの桜並木を育ててこられた崎原の皆さんに敬意を表します。また，先日の校長会で，桜
通りの写真が表紙を飾りました。その表紙を題材に教育長先生が校長先生方に話をされました。 
「崎原の桜通りは有名である。桜の美しさを求めて多くの人が訪れるが，私は，桜の花だけでなくこの
写真にもあるように下草に目がいく。下草がこれだけきれいに刈られているからこそ，桜の花が美しく
輝くのである。それが崎原集落の方々の誇りであり魂である。」  

この話を聴いて涙が出るほど感動しました。集落の皆さんで草刈りをしていること。平日に草刈りを
してくださっている方々がいることを教育長先生は御存知であることはもちろん，花の美しさだけでな
く，日々の努力を認めてくださっている。このことを崎原の皆さんにどうしても伝えたいと思いました。
皆さん本当にありがとうございます。 

桜の花芽は夏に形をなしながら，秋には休眠しています。そこから桜が見事に開花するには条件があ
ります。この花芽が，厳しい冬の寒さにしっかりさらされなければならないのです。寒気こそが花芽を
坪ミニへと促し，満開の日を演出するのです。寒さがなければ，桜が秒速５ｃm で美しく散ることもな
いわけです。 

私たち人も同じではないでしょうか。崎原の先輩方もそうだと思いますが，様々なつらい，苦しい経
験もあられたことと思います。そんな寒い冬を乗り越え，今，崎原の誇りと魂を心に抱き美しい花を咲
かせていらっしゃる。そんな先輩方を尊敬いたします。そして，感謝いたします。 

昔は「苦労は勝手でもやれ」とよくいわれたものです。最近は，いろんな事が便利になりすぎて，果
たして苦労をしているのだろうかと思うときがあります。冬の寒さを乗り切るからこそ花は美しく咲く
のです。もっと我々が苦労をしてみましょう。そして子どもたちにも苦労をさせましょう。大人が子ど
もの代わりに苦労する世の中であってはなりません。雌伏の時があってこそ雄飛のときが来る。そうい
った思いで，崎原の先輩たちを見習いながら成長し続ける崎原小中学校でありたいと思います。 

今年度も皆さんに御協力いただいて，崎原の子どもたちは大きく成長しました。1 年間ありがとうご
ざいました。また，新年度も新しい布陣となりますが，何卒よろしくお願い致します。 


